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手続上の価値
説明責任・透明性・包括性

科 学 倫 理 学経 験

放射線防護体系

 善行（益となることを促す/行う）と
無危害（害を及ぼすのを避ける）

 慎重さ（ある行動の範囲と影響について
十分な知見がなくても、得られた情報に
基づき注意深く考えた上で選択する）

 正義（正しく、公平で、公正なものを守
り貫くこと。配分的、環境的、世代間、
手続き的、修復的、社会的などの要素が
ある）

 尊厳（個人的な属性や事情に関わらず、
無条件に尊敬されるに値すること）

 目的＝被ばくに関連する可能性のある人の望ま
しい活動を過度に制限することなく、放射線被
ばくの有害な影響に対する人と環境の適切なレ
ベルでの防護に貢献すること（ICRP 2007) 

 正当化の原則
 最適化の原則
 線量制限の原則

科学は進歩する ゆえに 意思決定の“唯一の基盤”にはできない


	放射線防護の体系 	(ICRP Pub.138: 2018)

